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賭

文
楽
が
落
語
や
舞
踏
に
与
え
た
影
響
を
紹
介

す
る
公
演

「投
影
と
踏
襲
」
が
１７
日
、
神
戸
市

中
央
区
の
ジ
ー
ベ
ッ
ク
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
る
。

出
演
者
の

一
人
、
文
楽
太
夫
の
豊
竹
英
大
夫
（は

な
ふ
さ
だ
０
づ
ヽ
写
真
）
は

「文
楽
と
落
語
、

舞
踏
を
連
続
上
演
し
、
語
り
や
身
体
表
現
で
似

た
も
の
を
見
い
だ
せ
る
か
ど
う
か
を
お
客
さ
ん

に
判
断
し
て
ほ
し

い
」
と
話
す
。

文
楽
と
落
語
の

部

で
は
文

楽

の

「桂
川
連
理
柵
（れ

ん
り
の
し
が
ら
み
）
」
の
嫁
い
び
り
の
く
だ
り

「
帯
屋
の
段
」
を
英
大
夫
ら
が
上
演
、
こ
の
段

を
パ
ロ
デ
ィ
ー
に
し
た
落
語

「
ど
う
ら
ん
の
幸

助
」
を
桂
雀
松
が
上
演
。
文
楽
と
舞
踏
の
部
で

は
舞
踏
家
の
土
方
巽
の
著
作

「
病
め
る
舞
姫
」

の

一
部
詞
章
を
英
大
夫
ら
が
義
太
夫
節
で
語

る
。
そ
れ
に
合
わ
せ
て
人
形
遣
い
の
桐
竹
勘
十

郎
ら
が
人
形
を
持
た
ず
に
操
る
姿
を
披
露
。
続

い
て
舞
踏
家
の
由
良
部
正
美
が
踊
る
っ


